




経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp









第 2 回 中国はどのようなエネルギー・ミックスを 
目指すのか   
森永 正裕  Masahiro Morinaga 








































































































図 2 主要国のエネルギー構成（2015 年） 
 
（出所）BP Statistical Review of World Energy 2017 より筆者作成。 
 
世界平均と比べてもいまだに石炭依存度が高い中国であるが、その比率は減りつつあ
る。中国の一次エネルギー構造は、1980 年代以降 2000 年に入るまでほぼ一貫して石炭
が 7 割以上を占めていた（図 3）。ちょうど中国が WTO に加盟した 2001 年からエネル
ギー総消費量が急増するが、それでも 2010 年までは石炭が同じく 7 割以上を占めてい
た。ところが、2010 年代に入ると石炭の比率は減少に転じ、2017 年には 60.4％まで減
少した。比率のみならず、2013 年以降は石炭消費量そのものが減少に転じている。ただ
し、製造業を中心に復調の兆しが見られた経済情勢を受け 2017 年は再び微増となった。 
 
図 3 中国のエネルギー構成の推移 
 
（出所）『中国能源統計年鑑』および国家能源局公表値（2017）より筆者作成。 









る。中国では 1990 年代に既に 3 基の原子炉が稼働していたが、2000 年代に入って建
設が本格化し、2010 年末に稼働原子炉は 13 基まで増加した。また再生可能エネルギ






























る「緑色」の部分においては、具体的な目標として、2020 年までに単位 GDP あたり
のエネルギー消費を 15％削減すること、CO₂排出量を 18％削減すること、また都市
























に、消費総量を 50 億トン（標準炭換算、以下同じ）以下かつ石炭消費総量を 41 億ト
ン以下に抑えること、エネルギー自給率を 80％以上（40 億トン以上）に保つこと、
単位 GDP あたりエネルギー消費量および CO₂排出量を 2015 年比でそれぞれ 15％、
18％減少させること、などが掲げられている。 
そして、エネルギー・ミックスすなわち一次エネルギー消費構造について同計画で
は、2020 年までに、①非化石エネルギー比率を 15％以上に、②天然ガス比率を 10％
以上に、③石炭比率を 58％以下にする、という目標が掲げられた（表 1）。 
 
表 1 「エネルギー発展“十三五”計画」における消費構造の目標 
 2010年実績 2015年実績 2020年目標 
エネルギー消費の総量 
（単位：標準炭換算） 
36.1億トン 43億トン 50億トン以下 
非化石エネルギー 9.4％ 12.0％ 15％以上 
石油 17.4％ 18.1％ （目標設定なし） 
天然ガス 4.0％ 5.9％ 10％以上 












石炭比率が減少を始めた 2014 年以降 2017 年まで 4 年間の各エネルギー源の消費
量の平均増減率から 2020 年の予測値を求めたのが表 2 である。 
 
表 2 エネルギー消費構造の予測値 
 2014年実績 2017年実績 平均増加率 2020年予測 
エネルギー消費の総量 
（単位：標準炭換算） 
42.6億トン 44.5億トン 1.64％/年 47.3億トン 
非化石エネルギー 11.3% 13.8% 9.66%/年 17.1% 
石油 17.4% 18.5% 3.67%/年 19.4% 
天然ガス 5.7% 7.0% 9.0%/年 8.5% 
































表 3 「エネルギー発展“十三五”計画」における数値目標 
参考２  第十三次五カ年計画期間エネルギー発展の主な目標 






一次エネルギー生産量 億トン標準炭 36.2 40 2.0% 予期性 
電力設備容量 億 kW 15.3 20 5.5% 予期性 
エネルギー消費総量 億トン標準炭 43 <50 <3% 予期性 
石炭消費総量 億トン原炭 39.6 41 0.7% 予期性 










% 35 39 〔4〕 予期性 
非化石エネルギー発電
比率 
% 27 31 〔4〕 予期性 
非化石エネルギー消費
比率 
% 12 15 〔3〕 拘束性 
天然ガス消費比率 % 5.9 10 〔4.1〕 予期性 
石炭消費比率 % 64 58 〔-6〕 拘束性 






% - - 〔15〕 拘束性 
石炭火力発電 標 準 炭
g/kWh 
318 <310  拘束性 






% - - 〔18〕 拘束性 





































合計で 8 年近く中国の空の下で暮らす。 
  
 
 
 
 
